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福祉サービス第三者評価結果 

 

①第三者評価機関名           ②第三者評価実施期日 

 

      

 

③事業者情報 

名 称：社会福祉法人 別府永生会 

    永生会母子ホーム  

種 別：母子生活支援施設 

代表者氏名：理事長 永見愛治 定員（利用人数）２０名（１４名） 

所在地：〒874-0932別府市野口中町１４番２６号 

T E L ：０９７７－２６－２３５５ 

 

④総評 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉サービス評価センターおおいた 令和４年１１月１９日 

 

 

◇評価の高い点 

【施設経営をとりまく環境と経営状況が明確に把握・分析されている。】 

全国母子支援施設協議会、県母子支援施設協議会からの情報により、社会福祉事業 

全体の動向について把握することや大分県社会的養育推進計画の理解する取組を行 

っている。法人が位置する地域での特徴や変化については、児童相談所、医療・保 

健・福祉の関係機関からの情報、小地域の情報については、民生委員・児童委員、 

教育センター、小・中学校連絡会から情報を把握、分析を行っている。経営状況に 

ついては、毎月「永生会母子ホーム概要」を作成し、支援状況等について詳細に把 

握・分析されている。 

【施設として必要な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適切に行われてい 

る。】 

利用者に関する社会資源については、医療・保健・福祉・教育関係機関等をリスト 

化している。会議計画には、児童相談所、学校、要保護児童対策協議会等の関係機 

関との定期的な会議や連絡会の日程が示されている。事業計画に「退所後の支援計 

画を策定し実行する」と文書化し、退所前アンケート実施の上、医療・保健・福祉・ 

就労支援機関等の関係機関とネットワーク化を図り、退所者アフターケア計画・ア 

フターケア会議を開催し協働して取り組む体制を確立している。アウトリーチによ 

るアフターケアは、１３ケースの支援を行っている。 

【支援の内容や措置変更、地域・家庭への移行等にあたり支援の継続性に配慮した

対応を行っている。】 

「施設退所前アンケート」を実施し、地域・家庭への移行にあたってのお困りごと

や不安内容の情報収集・把握・整理を行い、関係機関と協議を実施し退所後の支援

計画を策定し、アウトリーチによる継続性に配慮した支援に取組んでいる。 



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤第三者評価結果に対する事業者のコメント 

 

 

 

 

 

 

 

⑥各評価項目にかかる第三者評価結果（別紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４回目の受審になりますが、前回受審からの改善点や取組を高く評価して頂きあ

りがとうございました。 

今後は、記録のデジタル化を更に整備し、より良い利用者支援を心がけて参りま

す。 

◇改善を求められる点   

特になし 

【母親と子どもが安定した生活を送ることができるよう、退所後の支援を行ってい 

る。】 

事業計画に「退所後の支援計画を策定し実行する」と文書化し、退所前アンケート 

実施の上、医療・保健・福祉・就労支援機関等の関係機関とネットワーク化を図り、 

退所者アフターケア計画・アフターケア会議を開催し協働して取り組む体制を確立 

している。 

【子どもの年齢・発達段階に応じて、性についての正しい知識を得る機会を設け、 

思いやりの心を育む支援を行っている。】 

初経教育など子どもの年齢や発達段階に応じた助産師による性教育を行っており、 

性についての正しい知識を得るための取り組みがなされている。   

 


